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 国民を同じ国民が討つといふ  今日のこの日ぞ苦しかりける 
あはれこの曳きかへり行く大砲は   誰を打たんとて出でては行きし 






































































（二）  エレミヤの「悲哀」と服従の根拠 
「呪われよ、わたしの生まれた日は。母がわたしを産んだ日は祝福されてはならない。
呪われよ、父に良い知らせをもたらし  あなたに男の子が生まれたと言って  大いに喜
ばせた人は。その人は、憐れみを受けることなく  主に滅ぼされる町のように  朝には
助けを求める叫びを聞き  昼には鬨の声を聞くであろう。その日は、わたしを母の胎内








































































































































































































































































































































































































































































（四）  罪と信仰をめぐる問題について 
我々はいかなる場合に、自己の罪意識に苛まれるのだろうか。これまで矢内原の生きざま














































































































(3)  矢内原忠雄「匪賊に遭った話」『矢内原忠雄全集 第二十六巻』岩波書店，1965年、87－88頁。 
(4)  矢内原忠雄「大学辞職の日」，同全集、92頁。 








(7)  矢内原忠雄「植民及植民政策」『矢内原忠雄全集 第一巻』岩波書店，1963年、483頁。 
(8)  矢内原忠雄「戦の跡」，前掲全集、104頁。 





























(26) 矢内原忠雄「エレミヤ記の研究」『矢内原忠雄全集 第十三巻』岩波書店，1964年、403頁。 
(27) 同上、同頁。なお本引用文中の（ ）内の数字は「エレミヤ書」の章と節を意味している。 
(28) ソロモン王の死後分裂したイスラエル民族の王国中、エルサレムを首都とする南王国ユダにおいて




















































(70) 矢内原忠雄「神の国」『矢内原忠雄全集 第十八巻』653－654頁。 
(71) 同上、649頁。ちなみに､当時の日本のキリスト教界の動向と活動に関しては、例えば土肥昭夫『日
本プロテスタント・キリスト教史』新教出版社，1980年、344－345頁参照。 











(76) 矢内原忠雄「満50歳」『矢内原忠雄全集 第十四巻』岩波書店，1964年、435頁。 


















































(107) 日本戦没学生記念会編『新版 きけ わだつみのこえ』岩波書店，1995年所収の手記参照。 
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〔付記〕本稿は、2000 年７月 31 日に大阪府立大学大学院人間文化学研究科より授与された学位（学術博
士）論文「矢内原忠雄における信仰と実践をめぐる問題－西田幾多郎の「宗教論」を介して」
（未刊行）の第二部を削減し、それに若干の加筆を施したものであることを付記致したい。 
                           （いまたき・のりお  大阪電気通信大学非常勤講師） 
 
